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専用部の併設構造がある主要幹線道路においては､専用部との境界部分に遮音壁が連続的に設

置される構造になるため､全般的に採光量が不足することになる｡同時にこれら施設による影の

有無や太陽高度等に応じて輝度が刻々と変化する｡そのため､晴天時に走行車両が交差点部から

遮音壁部に進入する際､ドライバーの視覚が輝度の急激な変化に追従できないことから遮音壁内

部が暗く見え､前方走行車両や障害物等の見落としの原因となる恐れがある｡

本研究は､上記のような主要幹線道路の交通視環境について調査検討を行い､専用部の併設構

造があるという特殊性を考慮した視環境の改善基準の作成を行うものである｡

これまで､道路利用者の夜間の視認性に関して道路照明の有効性を調査 ･研究したものや､事

故多発箇所における道路照明の増設による有効性検討等は､国内外で広く行われている｡

しかしながら本研究は､昼間部の自然光不完全遮断空間 (-もれ光空間)における道路利用者

の視認性や､野外空間からもれ光空間に進入した際の視認性検討及び定量的評価､さらには視環

境の改善基準の作成を目指すものであり､道路照明設置の定義を補正し､省エネルギー化にも言

及できる｡

研究の実施については､輝度が刻々と変化する一般国道298号全線 (約20km区間)につ

いて､｢暗部｣を把握するべく､目視による判別を中心とした暗部現況調査を行った｡アイマー

クレコーダーを用いた実験に関しては､道路状況を疑似化した室内実験を実施､ドライバーの視

対象､注視率の確認を行い､実験精度の向上がはかられた｡

以上の現地調査結果により､運転時におけるドライバーの注視点をアイマークから分析し､

｢見えにくさ｣や ｢暗さ｣の定義付けを行う｡これをもって､視環境改善のための基準作成に反

映させ､環境改善のための考察を行う｡
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